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国
家
公
務
員
の
在
職
中
の
求
職
活
動
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
行
の
国
家
公
務
員
法
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
規
制
を
廃
止
し
、
所
管
の
企
業
に
も
直
接
再
就
職
で
き
る
よ
う

に
す
る
一
方
で
、
在
職
中
の
求
職
活
動
に
は
再
就
職
等
監
視
委
員
会
の
承
認
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
麻
生
内
閣
は
、
そ
の
承

認
権
限
を
、
暫
定
的
に
政
令
で
総
理
に
委
任
し
た
。

一

こ
の
「
政
令
に
よ
り
承
認
権
限
は
総
理
に
委
任
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
現
在
も
有
効
な
の
か
。

二

ま
た
、
こ
れ
ま
で
、
承
認
を
受
け
て
求
職
活
動
を
行
っ
た
事
例
は
何
件
あ
る
の
か
。

三

政
府
と
し
て
は
、
本
件
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
か
。

右
質
問
す
る
。


